
基本計画（素案）　新旧対照表（平成29年7月21日版からの変更点）

No.
資料23

該当ページ
＜旧＞基本計画（素案）

【H29.7.21版】
＜新＞基本計画（素案）

【H29.12.21版】
考え方（案） 御意見

1 【全体】

【施策指標】の目標年次が示され
ているものと示されていないもの
があるという御意見を踏まえ、
【施策指標】の「目標」欄に目標
年次（平成39年度）を表示。
それより前に達成すべき目標を
【施策指標】に設定している場合
は、目標値の下に目標年次を記
載。

【審議会】
No.7

2 【全体】 表記「子ども」 表記「子供」

文部科学省において、「子供」の
表記が統一されたが、漢字表記は
どうするのかという御意見を踏ま
え、表記を全体にわたり修正（固
有名詞除く）。

【審議会】
No.59

3

P.3
大綱１-政策１
平和と人権を尊重
するまちづくり
【現状と課題】
（第１段落）

　本市は、恒久平和の実現と核兵器の廃絶を願
い、非核平和都市宣言を行い、市民に対し平和
の尊さへの理解を深める取組を進めてきまし
た。

　本市では、恒久平和の実現と核兵器の廃絶を
願い、非核平和都市宣言を行い、啓発などに取
り組んできました。しかし、世界各地では、今
なおテロや紛争などの問題が起こっており、平
和祈念資料館を中心に、平和の尊さへの理解を
深める取組を進めていく必要があります。

世界情勢の先行きが不透明であ
り、一般的な平和や反戦反核に関
する言説だけでは不十分である等
の御意見を踏まえ、文言を追加。

【審議会】
No.11

【特別】
No.8～10

資料２２ 御意見欄の見方について 
【審議会】第3回審議会第1及び第2部会以降の御意見  ⇒ 御意見の詳細は、【資料20】に記載 

【 特 別 】第6回総合計画検討特別委員会からの御意見 ⇒ 御意見の詳細は、【資料21】に記載 
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4

P.3
大綱１-政策１
平和と人権を尊重
するまちづくり
【現状と課題】
（第２段落）

　人権尊重の社会の実現に向けては、さまざま
な啓発活動や人権教育などに取り組んできまし
た。しかし、差別や偏見などの人権侵害の事案
は後を絶ちません。また、近年では、LGBTな
ど性的少数者に関する人権問題なども顕在化し
ています。今後、人権問題の解消に向けた取組
を一層進めていく必要があります。

　人権尊重の意識の高まりは国際的な潮流と
なっており、本市においてもさまざまな啓発活
動や人権教育などに取り組んでいます。しか
し、差別や偏見などの人権侵害の事例は依然と
して見られるとともに、LGBTなど性的少数者
に対する配慮なども課題となっており、人権問
題の解消に向けた取組を一層進めていく必要が
あります。

人権擁護の拡大など前向きな動き
に関する内容について補強すべき
という御意見を踏まえ、文言を修
正。

【審議会】
No.12

5

P.3
大綱１-政策１
平和と人権を尊重
するまちづくり
【現状と課題】
（第３段落）

さらに、ドメスティック・バイオレンス(DV)
など女性に対する暴力が深刻化しています。男
女共同参画社会の実現やDVなどの暴力の防止
に向け、取組の充実を図る必要があります。

さらに、ドメスティック・バイオレンス(DV)
が深刻化しており、本市では、女性への暴力や
児童虐待の防止を一体として捉え、「Wリボン
プロジェクト」として啓発活動を進めてきまし
た。今後も男女共同参画社会の実現やDVなど
の暴力の防止に向け、取組の充実を図る必要が
あります。

【現状と課題】に関して、本市の
これまでの取組等の具体的な記述
がないため、【施策】や【施策指
標】との関連性がわかりにくいと
いう御意見や、DVは男性も被害者
になることもあるという御意見を
踏まえ、文章を修正。

【特別】
No.8～10

No.17

6

P.4
大綱１-政策１
平和と人権を尊重
するまちづくり
【施策112】

さまざまな人権問題の解消に向け、あらゆる機
会を通じて、人権に関する啓発や教育を行いま
す。

さまざまな人権問題の解消に向け、あらゆる機
会を通じて、人権に関する啓発や教育を行うと
ともに、性的少数者に対する配慮など新たな人
権課題に取り組みます。

【現状と課題】に性的少数者の問
題が明記されているため、【施
策】にも明記すべきという御意見
を踏まえ、文章を追加。

【特別】
No.18

7

P.4
大綱１-政策１
平和と人権を尊重
するまちづくり
【施策113】

　男女共同参画に関する意識改革を図り、男性
も女性も対等な立場で働き暮らすことができる
環境を整えるため、啓発などの取組を進めま
す。

　男女共同参画に関する意識改革を図り、性別
にかかわらず対等な立場で働き暮らすことがで
きる環境を整えるため、啓発などの取組を進め
ます。

多様な性があるという御意見を踏
まえ、文言を修正。

【審議会】
No.14
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8

P.4
大綱１-政策１
平和と人権を尊重
するまちづくり
【指標111】

市民の平和のつどいへの参加者数 平和祈念資料館の年間利用者数

「平和のつどいへの参加者数」で
は本市人口に対する比率は低く、
啓発が十分とは考えにくい等の御
意見を踏まえ、【施策指標】を変
更。

【審議会】
No.13

9

P.4
大綱１-政策１
平和と人権を尊重
するまちづくり
【指標112】

－
（追加）
標語やポスターなど人権をテーマにした作品を
市の事業へ応募した小・中学校の数

学校教育部の指標がないという御
意見を踏まえ、【施策指標】を追
加。

【特別】
No.19

10

P.4
大綱１-政策１
平和と人権を尊重
するまちづくり
【指標113】

審議会などの委員における女性の割合
市職員の管理職（課長代理級以上）における女
性の割合

行政が率先して男女共同参画に取
り組む姿勢を示すべきという御意
見を踏まえ、【施策指標】を変
更。

【審議会】
No.16

【特別】
No.17

11

P.4
大綱１-政策１
平和と人権を尊重
するまちづくり
【指標113】

交際相手からの暴力（デートDV）に関する啓
発講座の市内中学校における実施校数

交際相手からの暴力（デートDV）に関する中
学生を対象とした啓発講座の実施校数

中学生を対象とした学習活動であ
ることがわかる表現にすべきとい
う御意見を踏まえ、文言を修正。

【審議会】
No.17
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該当ページ
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考え方（案） 御意見

12

P.5
大綱1-政策2
市民自治によるま
ちづくり
【現状と課題】

　多様化する市民ニーズに対応し、地域の特性
を生かしたまちづくりや、地域課題の解消に向
けた取組を進めるため、市民自治によるまちづ
くりを進める必要があります。そのためには、
地域課題や市政に関する情報を市民と行政とで
共有し、市民参画と協働の取組を広げていくこ
とが重要です。
　本市では、パブリックコメントの実施や審議
会などにおける意見聴取により市民意見を市政
へ反映するとともに、市民公益活動の促進や、
さまざまな分野において市民団体や事業者との
協働の取組の推進に努めてきました。また、福
祉、環境、文化などのさまざまな分野での市民
活動や、地域での自主的なまちづくり活動な
ど、活発な市民活動は本市の強みとなっていま
す。一方で、少子高齢化や核家族化の進展、ラ
イフスタイルの多様化などにより、地域コミュ
ニティの希薄化や担い手不足などが課題となっ
ています。

　多様化する市民ニーズに対応し、地域の特性
を生かしたまちづくりや、地域課題の解消のた
め、市民自治によるまちづくりを進める必要が
あります。そのためには、地域課題や市政に関
する情報を市民と行政とで共有し、市民参画と
協働の取組を広げていくことが重要です。
　本市では、パブリックコメントの実施や審議
会などにおける意見聴取により市民意見を市政
へ反映するとともに、市民公益活動センター
（ラコルタ）の設置など、市民公益活動への支
援や、さまざまな分野において市民団体や事業
者との協働の取組の推進に努めてきました。ま
た、福祉、環境、文化などのさまざまな分野で
の市民活動や、地域での自主的なまちづくり活
動など、活発な市民活動は本市の強みとなって
います。一方で、少子高齢化や核家族化の進
展、ライフスタイルの多様化により、自治会加
入率の低下など地域コミュニティの希薄化や、
地域活動の担い手不足などが課題となっていま
す。さまざまな世代の知識や経験を生かした地
域コミュニティの活性化や、地域活動の担い手
の育成が進むよう、支援する必要があります。

【現状と課題】に関して、本市の
これまでの取組等の具体的な記述
がないため、【施策】や【施策指
標】との関連性がわかりにくいと
いう御意見や、高齢者や若者の力
の活用、担い手育成に関する御意
見を踏まえ、文章を修正。

【特別】
No.8～10
【審議会】

No.32

13

P.6
大綱１-政策２
市民自治によるま
ちづくり
【施策・指標】

1-2-1 市民参画・協働の推進
1-2-2 コミュニティ活動への支援
1-2-3 情報共有の推進

1-2-1 情報共有の推進
1-2-2 市民参画・協働の推進
1-2-3 コミュニティ活動への支援

【現状と課題】の記述順と【施
策】の並び順に関する御意見を踏
まえ、【施策】の並び順を【現状
と課題】の記述順に修正。

【審議会】
No.10

4
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14

P.7
大綱2-政策１
災害に強く安心し
て暮らせるまちづ
くり
【現状と課題】
（第2段落）

　災害への備えや対応は、行政による「公助」
には限界があり、自分の命は自分で守る「自
助」、地域の助け合いによる「共助」が重要で
す。本市は、「安心安全の都市（まち）づくり
宣言」を行い、市民、事業者との協働のもと、
安心安全に関する取組を進めてきました。

　災害への備えや対応として、本市では、防災
行政無線屋外拡声局の増設といった防災施設の
整備、災害用備蓄の充実、防災ハンドブックの
作成・配布や防災講座などの取組を進めてきま
した。また、高度救助隊の発足や、高齢化に伴
い、年々増加する救急出動件数への対応とし
て、救急隊の増隊を行いました。しかし、行政
による「公助」には限界があり、自分の命は自
分で守る「自助」、地域の助け合いによる「共
助」が重要です。本市は、「安心安全の都市
（まち）づくり宣言」を行い、市民、事業者と
の協働のもと、安心安全に関する取組を進めて
きました。

【現状と課題】に関して、本市の
これまでの取組等の具体的な記述
がないため、【施策】や【施策指
標】との関連性がわかりにくいと
いう御意見を踏まえ、文章を追
加。

【特別】
No.8～10

15

P.7
大綱2-政策１
災害に強く安心し
て暮らせるまちづ
くり
【現状と課題】
（第３段落）

　さまざまな危機事象に備えるとともに、被害
を最小限に抑えるため、消防など現場対応力の
充実を図り、関係機関と連携しながら、危機管
理体制を強化していく必要があります。

　さまざまな危機事象に備えるとともに、被害
を最小限に抑えるため、消防、救急救命など現
場対応力の充実を図り、関係機関と連携しなが
ら、危機管理体制を強化していく必要がありま
す。

【施策】2-1-3の施策名は「消
防・救急救命体制の充実」となっ
ており、【現状と課題】では「消
防」には触れられているが、「救
急救命」は書かれておらず、記載
すべきではないかという御意見を
踏まえ、文言を追加。

【特別】
No.20

16

P.8
大綱2-政策１
災害に強く安心し
て暮らせるまちづ
くり
【施策211】

防災体制の充実 危機管理体制の充実

【施策】2-1-1の施策名は、【現
状と課題】や【施策】の内容か
ら、「危機管理体制の充実、強
化」の方が適切ではないかという
御意見を踏まえ、施策名を修正。

【特別】
No.20

5
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17

P.8
大綱2-政策１
災害に強く安心し
て暮らせるまちづ
くり
【施策211】

　さまざまな危機事象に、迅速かつ的確に対応
するため、関係機関と連携し、情報伝達体制な
どの強化を図ります。

　自然災害などさまざまな危機事象に、迅速か
つ的確に対応するため、防災協定の締結などを
含む関係機関との連携を進め、情報伝達体制や
災害対応力などの強化を図ります。

防災協定の締結を積極的に進めて
いく必要があることを、具体的に
触れているところがないという御
意見を踏まえ、文言を追加。

【審議会】
No.26

18

P.9
大綱２-政策２
犯罪を許さないま
ちづくり
【現状と課題】

　本市は、「安心安全の都市（まち）づくり宣
言」を行い、市民、事業者との協働のもと、安
心安全に関する取組を進めてきました。しか
し、依然として、空き巣やひったくりのほか、
女性や子ども、高齢者を狙った犯罪が多発して
います。特に、近年は、高齢者を狙った特殊詐
欺やインターネットを利用した新たな悪徳商法
なども増加しています。一人ひとりの防犯意識
を高めるとともに、地域防犯力の向上に向け
た、より一層の取組が必要です。

　本市は、「安心安全の都市（まち）づくり宣
言」を行い、市民、事業者との協働のもと、安
心安全に関する取組を進めてきました。刑法犯
罪認知件数は減少傾向にありますが、依然とし
て、空き巣やひったくりのほか、女性や子供、
高齢者を狙った犯罪が多発しています。特に、
近年は、高齢者を狙った特殊詐欺やインター
ネットを利用した新たな悪徳商法なども増加し
ています。
　そのような中、本市では、犯罪多発エリアへ
の防犯カメラの設置や青色防犯パトロールの活
動支援など、地域における見守りの強化や消費
生活センターでの相談、啓発などを進めていま
す。一人ひとりの防犯意識を高めるとともに、
地域防犯力の向上に向けた、より一層の取組が
必要です。

【現状と課題】に関して、本市の
これまでの取組等の具体的な記述
がないため、【施策】や【施策指
標】との関連性がわかりにくいと
いう御意見を踏まえ、文章を追
加。

【特別】
No.8～10

19

P.10
大綱２-政策２
犯罪を許さないま
ちづくり
【指標221】

防犯に関する講座の年間受講者数
目標：1,000人

防犯に関する講座の年間受講者数
目標：1,500人

防犯講座は、市民の防犯意識と地
域防犯力の向上を図るうえで重要
な取組と考えているため、より多
くの市民の参加を目指し、目標値
を修正。

－
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【現状と課題】に関して、本市の
これまでの取組等の具体的な記述
がないため、【施策】や【施策指
標】との関連性がわかりにくいと
いう御意見を踏まえ、第1～3段落
の文章を修正。
また、挙げられている【施策指
標】が地域包括ケアシステムの構
築度を測るものとは感じられない
という御意見を踏まえ、政策全体
を再検討し、地域包括ケアシステ
ムの構築を【政策】レベルで見る
ものとして整理。また、介護保険
制度のことに触れられていないと
いう御意見を踏まえ、第4段落の
文章を修正。
上記の修正に伴い、全体的に文章
を整理。

20

【審議会】
No.39

【特別】
No.8～10

No.26

　今後、本市における65歳以上の人口は、全
国と比較すると緩やかに増加していくと予測さ
れます。一方で、平成37年には、いわゆる
「団塊の世代」がすべて75歳以上となること
から、後期高齢者の人口は大幅に増加し、医療
や介護の需要が増大していくことが見込まれて
います。
　地域によって高齢化の状況は異なっており、
すでに高齢化率が30％近くになっている地域
もあります。また、ひとり暮らしの高齢者や
「老老介護」の負担を抱える世帯も増えてきて
います。
　そのような中、高齢者一人ひとりの健康寿命
の延伸に向けて、生きがいづくりや健康づくり
の取組を推進していくことが重要です。また、
生活の基礎である住まいが確保され、医療、介
護、予防、生活支援の各サービスが切れ目なく
一体的に提供される地域包括ケアシステムを構
築し、高齢者を見守り支え合える地域をつくる
必要があります。

　全国と比較すると緩やかではあるものの、本
市においても65歳以上人口は年々増加してお
り、平成25年には高齢化率が21％を超える
「超高齢社会」となりました。地域によって高
齢化の状況は異なっており、すでに高齢化率が
30％近くになっている地域もあります。ま
た、ひとり暮らしの高齢者や「老老介護」の負
担を抱える世帯も増えてきています。
　本市では、高齢者生きがい活動センターの設
置や吹田市民はつらつ元気大作戦の展開など、
高齢者の生きがいづくりや介護予防の取組を進
めています。また、地域包括支援センターの増
設など身近な場所での相談・支援体制の充実を
図るなど、高齢者を地域で見守り支え合える体
制づくりを進めています。
　今後、本市においても高齢化はますます進展
し、平成37年には、いわゆる「団塊の世代」
がすべて75歳以上となることから、後期高齢
者の人口が大幅に増加し、医療や介護の需要が
増大していくことが見込まれています。
　そのような中、高齢者一人ひとりが住み慣れ
た地域で安心して暮らし続けられるよう、生き
がいづくりなどの機会や、住まい、医療、介
護、予防、生活支援の各サービスが切れ目なく
一体的に提供される地域包括ケアシステムを構
築する必要があります。高齢者を見守り支え合
える地域をつくるとともに、持続可能な介護保
険制度の運営に努める必要があります。

P.11
大綱３-政策１
高齢者の暮らしを
支えるまちづくり
【現状と課題】
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21

P.12
大綱３-政策１
高齢者の暮らしを
支えるまちづくり
【施策311】

生きがいづくりと社会参加の推進 生きがいづくりと社会参加の促進 表記誤りのため、施策名を修正。 ―

22

P.12
大綱３-政策１
高齢者の暮らしを
支えるまちづくり
【施策312】

地域包括ケアシステムの構築  暮らしを支える支援体制の充実

挙げられている【施策指標】が地
域包括ケアシステムの構築度を測
るものとは感じられない等の御意
見を踏まえ、政策全体を再検討
し、地域包括ケアシステムの構築
を【政策】レベルで見るものとし
て整理。これに伴い、施策名を変
更。

【審議会】
No.39

23

P.12
大綱３-政策１
高齢者の暮らしを
支えるまちづくり
【施策312】

また、住み慣れた地域で暮らし続けられるよ
う、在宅生活を支援するサービスや、身近なと
ころでの相談・支援の充実を図るなど、地域全
体で支え合う体制づくりを進めます。

また、住み慣れた地域で暮らし続けられるよ
う、身近なところでの相談・支援や在宅生活を
支援するサービスの充実を図るとともに、在宅
医療と介護の連携を進めるなど、地域全体で支
え合う体制づくりを進めます。

在宅医療ができる体制を整えてい
くことがわかるよう、具体的に記
述すべきという御意見を踏まえ、
文言を追加。

【審議会】
No.58

24

P.12
大綱３-政策１
高齢者の暮らしを
支えるまちづくり
【指標311】

シルバー人材センターの会員数 高齢者生きがい活動センターの年間利用者数

挙げられている【施策指標】が地
域包括ケアシステムの構築度を測
るものとは感じられない等の御意
見を踏まえ、【施策指標】を変
更。

【審議会】
No.39

【特別】
No.26
No.28
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25

P.12
大綱３-政策１
高齢者の暮らしを
支えるまちづくり
【指標312】

要介護・要支援の認定を受けている75歳以上
の高齢者の割合

75歳以上の高齢者のうち、要支援・要介護の
認定を受けている人の割合

現状の表現では、全人口を母数と
した割合とも読めてしまうという
御意見を踏まえ、指標名を修正。

【特別】
No.29

26

P.13
大綱３-政策２
障がい者の暮らし
を支えるまちづく
り
【現状と課題】
（第3段落）

　そのような中、（～略～）就労支援や働きや
すい環境を整えるための啓発を進めるなど、障
がい者の社会参画を促進する必要があります。

　そのような中、（～略～）就労支援や働きや
すい環境を整えるための啓発を進めるなど、障
がい者の社会参加を促進する必要があります。

【政策】3-1「高齢者の暮らしを
支えるまちづくり」と表現の整合
を図るため、文言を修正。

―

27

P.14
大綱３-政策２
障がい者の暮らし
を支えるまちづく
り
【施策321】

生活支援など日々の暮らしの基盤づくり 生活支援など暮らしの基盤づくり
他の施策名とのバランスを考慮
し、施策名を修正。

―

28

P.14
大綱３-政策２
障がい者の暮らし
を支えるまちづく
り
【施策322】

3-2-2　社会参画の促進
障がい者の社会参画の促進のため、余暇活動な
ど外出時の移動支援などを進めます。（以下省
略）

3-2-2　社会参加の促進
障がい者の社会参加の促進のため、余暇活動な
ど外出時の移動支援などを進めます。（以下省
略）

【政策】3-1「高齢者の暮らしを
支えるまちづくり」と表現の整合
を図るため、文言を修正。

―
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29

P.14
大綱３-政策２
障がい者の暮らし
を支えるまちづく
り
【関連する主な個
別計画】

○障がい者計画　○障がい福祉計画
○障がい者計画　○障がい福祉計画　○地域福
祉計画

【関連する主な個別計画】には、
高齢者や障がい者の計画も挙げる
べきという御意見を踏まえ、計画
名を追加。

【審議会】
No.47

30

P.15
大綱３-政策３
地域での暮らしを
支えるまちづくり
【現状と課題】
（第３段落）

　また、就労支援、保健・医療、福祉などの総
合的な生活保障の充実を図る必要があります。
関係機関との連携を強化しながら、支援体制の
充実を図るとともに、相談窓口の周知などを進
める必要があります。

　また、生活困窮者などへの就労支援、保健・
医療、福祉などの総合的な生活保障の充実を図
る必要があります。関係機関との連携を強化し
ながら、支援体制の充実を図るとともに、相談
窓口の周知などを進める必要があります。

【現状と課題】、【施策指標】で
は、単に就労支援と書かれている
が、【施策】3-3-2では生活困窮
者と限定されている。限定するの
であれば、【現状と課題】、【施
策指標】にも明記すべきという御
意見を踏まえ、文言を追加。

【特別】
No.33

31

P.16
大綱３-政策３
地域での暮らしを
支えるまちづくり
【施策331】

また、災害発生時に災害時要援護者への支援が
適切に行える体制づくりなどを進めます。

また、地域住民や関係機関と連携し、災害発生
時に災害時要援護者への支援が適切に行える体
制づくりなどを進めます。

今後どのような形で支援や体制づ
くりをすすめていくのかが見えて
こないため、もう少し具体的に記
述すべきという御意見を踏まえ、
文言を追加。

【審議会】
No.44

32

P.16
大綱３-政策３
地域での暮らしを
支えるまちづくり
【指標332】

就労支援専門員が関わる就労支援により就労に
結び付いた人数

生活困窮者に対する就労支援専門員が関わる支
援により就労に結び付いた人数

【現状と課題】、【施策指標】で
は、単に就労支援と書かれている
が、【施策】3-3-2では生活困窮
者と限定されている。限定するの
であれば、【現状と課題】、【施
策指標】にも明記すべきという御
意見を踏まえ、文言を追加。

【特別】
No.33
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33

P.16
大綱３-政策３
地域での暮らしを
支えるまちづくり
【関連する主な個
別計画】

○地域福祉計画
○地域福祉計画　○高齢者保健福祉計画・介護
保険事業計画　○障がい者計画

【関連する主な個別計画】には、
高齢者や障がい者の計画も挙げる
べきという御意見を踏まえ、計画
名を追加。

【審議会】
No.47

34

P.17
大綱３-政策４
健康・医療のまち
づくり
【現状と課題】
（第１段落）

　わが国は世界有数の長寿国となっています。
一方で、生活習慣病などの増加が問題となって
おり、健康上の問題で日常生活が制限されるこ
となく生活できる期間である健康寿命を伸ばす
ことが重要です。

　わが国は世界有数の長寿国となっています。
一方で、がんや循環器疾患などの生活習慣病の
増加が深刻化しており、これらの疾病は生命を
奪うだけでなく、身体の機能や生活の質を低下
させることなどから、健康上の問題で日常生活
が制限されることなく生活できる期間である健
康寿命を伸ばすことが重要です。

日本人の死因の多くを占め、国も
対策に力を入れているがんについ
て触れるなど、具体的に記述すべ
きという御意見を踏まえ、文章を
修正。

【審議会】
No.57

35

P.17
大綱３-政策4
健康・医療のまち
づくり
【現状と課題】
（第２段落）
（第３段落）

また、北大阪健康医療都市（健都）をはじめと
し、循環器病予防を中心とした健康・医療のま
ちづくりに取り組んでいます。

　　　　　　　　～略～

健都における健康・医療に関する資源の集積を
生かしながら、市民の生涯にわたる健康づくり
の取組を支援し、生活の質の向上と健康寿命の
延伸を図る必要があります。

また、北大阪健康医療都市（健都）における健
康・医療に関する資源の集積を生かした健康づ
くりの取組や医療イノベーションの創出に向け
た環境づくりをはじめとし、循環器病予防を中
心とした健康・医療のまちづくりに取り組んで
います。

　　　　　　　　～略～

健都ならではの特長を生かしながら、市民の生
涯にわたる健康づくりの取組を支援し、生活の
質の向上と健康寿命の延伸を図る必要がありま
す。

【施策】3-4-2に「医療イノベー
ションの促進」を書くのであれ
ば、【現状と課題】にも書き込む
べきという御意見を踏まえ、文章
を修正。

【特別】
No.34
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36

P.18
大綱３-政策4
健康・医療のまち
づくり
【施策341】

市民の主体的な健康づくりを支援するため、健
康意識の向上に向けた取組を進めるとともに、
検診などの保健サービスの充実を図ります。

市民の主体的な健康づくりを支援するため、健
康意識の向上に向けた取組や地域での健康づく
り活動への支援を進めるとともに、検診などの
保健サービスの充実を図ります。

健康づくりの自主的な地域活動の
活性化への支援が必要という御意
見を踏まえ、文言を追加。

【審議会】
No.48

37

P.18
大綱３-政策4
健康・医療のまち
づくり
【施策341】

また、妊娠・出産や子どもの健やかな成長のた
めの切れ目のない支援が行えるよう、関係機関
との連携の強化を図ります。

また、妊娠・出産や子供のすこやかな成長のた
めの切れ目のない支援が行えるよう、妊産婦や
乳幼児の健康管理などの支援の充実に取り組む
とともに、関係機関との連携の強化を図りま
す。

子育て支援や保護者の支援につい
て、どのような取組をしていくの
かを示すべきという御意見を踏ま
え、文言を追加。

【審議会】
No.50

38

P.18
大綱３-政策4
健康・医療のまち
づくり
【施策343】

市民が必要なときに適切な医療を受けられるよ
う、身近なかかりつけ医と市民病院などの地域
の中核的な医療機関との連携の促進や、在宅医
療の推進、救急医療体制の確保など、地域医療
体制の充実を図ります。

市民が必要なときに適切な医療を受けられるよ
う、身近なかかりつけ医と市民病院などの地域
の中核的な医療機関との連携の促進や、在宅医
療推進のための環境づくり、救急医療体制の確
保など、地域医療体制の充実を図ります。

在宅医療ができる体制を整えてい
くことがわかるよう、具体的に記
述すべきという御意見を踏まえ、
文言を追加。

【審議会】
No.58

39

P.18
大綱３-政策4
健康・医療のまち
づくり
【指標341】

健康寿命 特定保健指導の実施率

健康寿命は市が直接的に向上でき
るものではないため、健康寿命延
伸のために何をするか、というこ
とを指標とするほうが適切ではな
いかという御意見を踏まえ、【施
策指標】を変更。

【審議会】
No.49
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40

P.18
大綱３-政策４
健康・医療のまち
づくり
【指標342】

健都での健康づくりのためのプログラムの年間
実施件数

健康増進広場など健都の施設を活用した運動プ
ログラムや健康イベント等の年間実施件数

内容がよりわかりやすくなるよ
う、指標名を修正。

－

41

P.19
大綱４-政策１
子育てしやすいま
ちづくり
【現状と課題】

　本市では、近年、就学前児童数が増加傾向に
あるとともに、子どもを預けて働きたいといっ
た保育ニーズの高まりにより、保育所の待機児
童数が増加しました。また、核家族化や地域の
つながりの希薄化が進み、子育てに負担や不安
を感じる保護者が増えています。
　そのような中、働きながら安心して子育てが
できる環境を整備するとともに、地域における
子育て支援のさらなる充実を図る必要がありま
す。
　また、子どもや子育てに関する相談件数が
年々増加しており、虐待の未然防止・早期発見
に努めるとともに、療育が必要な子どもへの早
期対応、ひとり親家庭への支援など、子どもや
その家族の状況に応じたきめ細かな支援が必要
です。さらに、子どもの貧困が社会問題となっ
ており、適切に対応していく必要があります。

　近年、本市では就学前児童数が増加傾向にあ
るとともに、共働き家庭の増加などにより、保
育所などの利用希望者が増加しています。ま
た、核家族化や地域のつながりの希薄化が進
み、子育てに負担や不安を感じる保護者が増え
ており、子育てに関する相談件数が年々増加し
ています。さらに、児童虐待や子供の貧困への
対策が課題となっています。
　本市では、これまで、待機児童の解消に向け
た取組を進めるとともに、地域の子育て支援の
拠点としてのびのび子育てプラザを設置し、一
時預かりの実施や保護者同士の交流の場の提供
などにより、子育ての負担や不安の解消に努め
てきました。また、療育の拠点施設としてこど
も発達支援センターを設置し、児童一人ひとり
の特性に応じた早期療育を進めてきました。
　就学前の教育・保育の質の向上を図るととも
に、働きながら子育てができる環境の整備や、
地域における子育て支援のさらなる充実を図る
必要があります。また、療育が必要な子供への
対応や、ひとり親家庭への支援、虐待の未然防
止・早期発見に努めるなど、子供やその家庭の
状況に応じたきめ細かな支援が必要です。

保育ニーズの高まりは、「子ども
を預けて働きたい」という個人的
な思いのみではなく、女性活躍の
社会の要請も背景にあるため、
「子どもを預けて働きたいといっ
た」の文言は不要ではという御意
見を踏まえ、第1段落を修正。
【現状と課題】に関して、本市の
これまでの取組等の具体的な記述
がないため、【施策】や【施策指
標】との関連性がわかりにくいと
いう御意見を踏まえ、第2段落に
文章を追加。
上記の修正に伴い、全体的に文章
を整理。

【審議会】
No.60

【特別】
No.8～10

13
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42

P.20
大綱4-政策１
子育てしやすいま
ちづくり
【施策・指標】

4-1-1 地域の子育て支援の充実
4-1-2 就学前の教育・保育の充実

4-1-1 就学前の教育・保育の充実
4-1-2 地域の子育て支援の充実

【現状と課題】の記述順と【施
策】の並び順に関する御意見を踏
まえ、【施策】の並び順を【現状
と課題】の記述順に修正。

【審議会】
No.10

43

P.20
大綱４-政策1
子育てしやすいま
ちづくり
【施策411】

保育所や認定こども園の整備を進めるなど、身
近な施設で質の高い就学前の教育・保育が受け
られる環境を整えます。

多様な保育ニーズに対応しながら、保育所や認
定こども園などの整備を進めるとともに、子供
一人ひとりのすこやかな育ちを保障する質の高
い教育・保育の充実を図ります。

吹田市がどういう教育・保育を目
指しているのかが見えてこないと
いう御意見や、目標を達成するた
めに、病児・病後児保育の充実が
必要という御意見を踏まえ、文章
を修正。

【審議会】
No.64

【特別】
No.37

44

P.20
大綱４-政策１
子育てしやすいま
ちづくり
【施策412】

育児教室の開催や子育て相談、一時預かりな
ど、地域での子育て支援の充実を図るととも
に、子育てに関する情報を積極的に発信し、利
用者が必要とする子育て支援サービスにつなげ
ます。

妊娠・出産・子育て期にわたる保護者の負担や
不安を軽減するため、育児教室や子育て相談、
一時預かりなど、地域での子育て支援を切れ目
なく行うとともに、子育てに関する情報を積極
的に発信し、保護者が必要とする子育て支援
サービスにつなげます。

「親が孤立しない」という子育て
支援の目的や妊娠・出産・子育て
期における切れ目のない支援につ
いて、書き込みが必要という御意
見を踏まえ、文言を修正。

【審議会】
No.61
No.62

45

P.20
大綱４-政策1
子育てしやすいま
ちづくり
【施策413】

児童虐待の未然防止・早期発見のため、関係機
関と連携し、相談や啓発などに取り組みます。
また、発達に課題のある子どもやひとり親家
庭、生活困窮世帯の子どもなど、配慮が必要な
子ども・家庭に対する支援の充実を図ります。

発達に支援を必要とする子供やひとり親家庭、
生活困窮世帯の子供など、配慮が必要な子供や
家庭に対し、関係機関や地域と連携しながら、
個々の状況に応じた支援の充実を図ります。ま
た、児童虐待の未然防止・早期発見のため、相
談・啓発などに取り組みます。

本当に支援が必要な子供たちを救
うためには、行政だけでなく、地
域の目が重要であり、地域との連
携についても文言に加えるべき等
の御意見を踏まえ、文章を修正。
上記の修正に伴い、全体的に文章
を整理。

【審議会】
No.66
No.67
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P.20
大綱４-政策１
子育てしやすいま
ちづくり
【指標413】

生後4か月までの乳児がいる家庭に訪問し面談
を行った割合

生後4か月までの乳児がいる家庭に対し保健
師、民生・児童委員などが訪問し面談を行った
割合

主語がないためわかりにくいとい
う御意見を踏まえ、文言を追加。

【審議会】
No.69

47

P.21
大綱４-政策２
学校教育の充実し
たまちづくり
【現状と課題】
（第１段落）

　本市では、就学前から義務教育までを一体的
に捉え、主体的・対話的な学びを大切にしなが
ら、さまざまな教育活動を通じた小中一貫教育
を進めてきました。

　本市では、就学前から義務教育までを一体的
に捉え、主体的・対話的な学びを大切にしなが
ら、さまざまな教育活動を通じた小中一貫教育
を進めてきました。子供たちを取り巻く環境が
急激に変化している中、学習した知識や技能を
人生や社会に生かす力や、さまざまな課題に対
応できる思考力・判断力・表現力を育むことが
より一層求められています。

これまでの教育に加えて、学びに
向かう力やそれを活用できる人間
性の育成が必要という御意見や、
一人一人の成長を支え保障する教
育施策や目標を設定していく視点
が必要という御意見を踏まえ、文
章を追加。

【審議会】
No.74

【特別】
No.44

48

P.22
大綱４-政策２
学校教育の充実し
たまちづくり
【施策421】

就学前から義務教育までを見通した小中一貫教
育を進め、英語教育や読書活動の支援、食育・
体力づくりなど教育内容の充実を図ります。

新しい時代に必要とされる資質や能力を育む小
中一貫教育を進め、読書活動の支援、英語教育
やＩＣＴ教育、食育・体力づくりなど教育内容
の充実を図ります。

これまでの教育に加えて、学びに
向かう力やそれを活用できる人間
性の育成が必要という御意見や、
【現状と課題】でＩＣＴ教育に触
れているため、【施策】でも触れ
るべき等の御意見を踏まえ、文言
を追加。

【審議会】
No.74
No.75

【特別】
No.44
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49

P.22
大綱４-政策2
学校教育の充実し
たまちづくり
【施策421】

また、いじめや不登校などのさまざまな課題に
対応する体制を整えるとともに、就学援助な
ど、安心して学ぶことができる取組を進めま
す。

また、いじめや不登校などに悩む子供たち一人
ひとりに対応する体制を整えるとともに、就学
援助など、安心して学ぶことができる取組を進
めます。

不登校になった時の対応について
触れておく必要がある等の御意見
を踏まえ、文言を修正。

【審議会】
No.76

50

P.22
大綱４-政策２
学校教育の充実し
たまちづくり
【指標421】

英検３級程度の英語力を有する中学３年生の割
合

授業で学習したことが将来社会に出た時に役に
立つと思う小中学生の割合

英語に限定した指標ではなく、新
しい学力観にふさわしい指標を設
定すべき、また、英語教育だけで
なく基礎的な力をどのように養う
かを重点にすべき等の御意見を踏
まえ、【施策指標】を変更。

【審議会】
No.78

【特別】
No.40
No.41
No.42
No.44
No.45

51

P.22
大綱４-政策2
学校教育の充実し
たまちづくり
【指標421】

中学1年生の不登校出現率（千分率） 学校へ行くのが楽しいと感じる小中学生の割合

不登校出現率についての指標は、
不登校が悪いことのように思える
等の御意見を踏まえ、【施策指
標】を変更。

【審議会】
No.77

【特別】
No.42
No.44
No.45

52

P.22
大綱４-政策２
学校教育の充実し
たまちづくり
【指標422】

小・中学校の校舎及び体育館の大規模改修の実
施率
現状：18.2％（Ｈ29年度）

小・中学校の校舎及び体育館の大規模改修の実
施率
現状：5.7％（Ｈ28年度）

現状値が平成29年度になっている
という御意見を踏まえ、平成28年
度の数値に修正。

【審議会】
No.79
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53

P.22
大綱４-政策２
学校教育の充実し
たまちづくり
【指標422】

小・中学校のトイレ改修の実施率
現状：41.5％（Ｈ29年度）

小・中学校のトイレ改修の実施率
現状：20.8％（Ｈ28年度）

現状値が平成29年度になっている
という御意見を踏まえ、平成28年
度の数値に修正。

【審議会】
No.79

54

P.23
大綱４-政策３
青少年がすこやか
に育つまちづくり
【現状と課題】

　近年、核家族化の進展、地域社会とのつなが
りや人間関係の希薄化などにより、家庭や地域
における教育力が低下しています。また、いじ
めや不登校、引きこもりなどが社会問題となっ
ているとともに、青少年を巻き込む犯罪などへ
の不安が高まっています。

　近年、核家族化の進展、地域社会とのつなが
りや人間関係の希薄化などにより、家庭や地域
における教育力が低下しています。また、いじ
めや不登校、引きこもりなどが社会問題となっ
ているとともに、青少年を巻き込む犯罪などへ
の不安が高まっています。
　そのような中、本市では、子供たちの放課後
の居場所や自然体験、交流活動などができる環
境の充実を図ってきました。また、地域では、
青少年の見守り活動などの取組が活発に行われ
ています。そのような取組の充実・強化により
青少年のすこやかな成長を支えるためには、家
庭、地域、学校がより一層連携を強化すること
が重要です。

【現状と課題】に関して、本市の
これまでの取組等の具体的な記述
がないため、【施策】や【施策指
標】との関連性がわかりにくいと
いう御意見を踏まえ、文言を追
加。

【特別】
No.8～10

55

P.24
大綱４-政策３
青少年がすこやか
に育つまちづくり
【施策431】

青少年の健全育成を図るため、地域での見守り
や指導を行うとともに、青少年施設を活用した
仲間づくりやさまざまな体験・活動の機会を提
供します。

青少年の健全育成を図るため、地域での見守り
や指導を行うとともに、青少年の仲間づくりや
主体的な活動を支援するため、さまざまな体
験・活動の機会を提供します。

子供が自主的に企画運営している
活動を大人が支援していることに
も触れておくべきという御意見を
踏まえ、文言を追加。

【審議会】
No.80

56

P.24
大綱４-政策３
青少年がすこやか
に育つまちづくり
【施策432】

留守家庭児童育成室と太陽の広場などが連携を
強化しながら、放課後の子どもの安心安全な居
場所を確保し、さまざまな体験・活動の機会を
提供します。

留守家庭児童育成室と太陽の広場などが連携を
強化しながら、地域の実情に応じて放課後の子
供の安心安全な居場所を確保し、さまざまな体
験・活動の機会を提供します。

子供の居場所は地域によって充実
の度合いが異なる。地域の実態に
応じてといった文言を加えてはど
うかという御意見を踏まえ、文言
を追加。

【審議会】
No.82
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57

P.24
大綱４-政策３
青少年がすこやか
に育つまちづくり
【指標432】

留守家庭児童育成室の利用者数 留守家庭児童育成室の受入児童数

利用者数ではなく受入数の方が
【施策】の内容に合っているとい
う御意見を踏まえ、指標名を変
更。

【審議会】
No.83

58

P.24
大綱４-政策３
青少年がすこやか
に育つまちづくり
【指標431】

青少年施設主催イベントの参加者数 青少年施設主催イベント・講座などの参加者数

「ひきこもりなどの課題を抱える
青少年に対する支援」についての
指標に対する御意見を踏まえ、
【施策指標】を修正。

【特別】
No.46

59

P.25
大綱４-政策4
生涯にわたり学べ
るまちづくり
【現状と課題】

　本市には、地区公民館や図書館など、生涯学
習活動の場となる施設が多数配置されていま
す。市内にある５つの大学などにおいても、市
民を対象とした公開講座などの学習機会が提供
されています。

　本市には、地区公民館や図書館など、生涯学
習活動の場となる施設が多数配置されていま
す。市内にある５つの大学などにおいても、大
学の講座をより身近に受講できる市民大学講座
などの学習機会が提供されています。

【現状と課題】に関して、本市の
これまでの取組等の具体的な記述
がないため、【施策】や【施策指
標】との関連性がわかりにくいと
いう御意見を踏まえ、文言を追
加。

【特別】
No.8～10

60

P.26
大綱４-政策4
生涯にわたり学べ
るまちづくり
【施策441】

あらゆる世代の生涯学習活動を支援するため、
大学などの関係機関と連携しながら、さまざま
な講座を実施するなど、学習機会の充実を図り
ます。また、ホームページや「市報すいた」な
どにより、学習に関する情報提供を行います。

あらゆる世代の生涯学習活動を支援するため、
大学などの関係機関との連携や地域の人材の活
用を通じて、さまざまな講座を実施するなど、
学習機会の充実を図ります。また、ホームペー
ジや「市報すいた」などにより、学習に関する
情報提供を行います。

いろいろな技術や知識をもった市
民の力を活かすことや、そうした
力を発揮できる場をつくることに
ついても【施策】本文に入れてい
ただきたいという御意見を踏ま
え、文言を追加。

【審議会】
Ｎo.86

18
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P.27
大綱５-政策１
環境先進都市のま
ちづくり
【現状と課題】
（第２段落）

　しかし、市域のエネルギー消費量は、近年、
増加の兆しを見せており、適切なエネルギー利
用を促進するため、取組の強化が必要です。

　しかし、市域のエネルギー消費量は、近年、
増加の兆しを見せており、適切なエネルギー利
用を促進するため、低炭素社会への転換に向け
た取組の強化が必要です。

「適切なエネルギー利用を促進す
るため、取組の強化が必要で
す。」では、どのような取組の強
化なのかわからない等の御意見を
踏まえ、文言を追加。

【特別】
No.49

62

P.27
大綱５-政策１
環境先進都市のま
ちづくり
【現状と課題】
（第３段落）

　また、大気や水質、騒音などは環境目標をほ
ぼ達成していますが、市民意識調査によると快
適な生活環境に関する満足度は低くなっていま
す。ポイ捨てや歩行喫煙禁止といった環境美化
活動を推進するなどの身近な活動を通じ、環境
に対する意識を高める必要があります。

　また、大気や水質、騒音などは環境目標をほ
ぼ達成していますが、市民意識調査によると快
適な生活環境に関する満足度は低くなっていま
す。本市では、駅周辺を環境美化推進重点地区
などに指定し、市民や事業者などとポイ捨て、
路上喫煙禁止などの取組を進めるとともに、地
域の団体と協力しながら、啓発や美化活動を
行っています。そのような身近な活動を通じ、
環境に対する意識を高める必要があります。

【現状と課題】に関して、本市の
これまでの取組等の具体的な記述
がないため、【施策】や【施策指
標】との関連性がわかりにくいと
いう御意見を踏まえ、文章を追
加。

【特別】
No.8～10

63

P.28
大綱５-政策１
環境先進都市のま
ちづくり
【指標512】

リサイクル率 マイバッグ持参率

ごみの排出量削減やリサイクル率
の向上は重要だが、活動的な指標
が入れられないかという御意見を
踏まえ、【施策指標】を変更。

【審議会】
No.89

64

P.28
大綱５-政策１
環境先進都市のま
ちづくり
【指標513】

環境美化推進重点地区の指定数 環境美化推進団体数

環境美化活動に参加、登録する人
数の増加が、環境に対する意識改
革のうえで価値があるのでは等の
御意見を踏まえ、【施策指標】を
変更。

【審議会】
No.92

【特別】
No.50
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P.29
大綱６-政策１
みどり豊かで安
全・快適な都市空
間づくり
【現状と課題】
（第２段落）

また、少子高齢化の進展への対応や、環境負荷
の軽減、災害に強い都市の形成などを進めると
ともに、良好な住環境の維持・向上に向け、適
切な開発誘導などを行う必要があります。

また、少子高齢化の進展への対応や、環境負荷
の軽減、災害に強い都市の形成などを進めると
ともに、良好な住環境の維持・向上に向け、適
切な開発誘導や空き家の適正管理の促進などを
行う必要があります。

【施策】6-1-2に「空き家の適正
管理」、「市営住宅の適切な管
理・運営」が書かれており、【現
状と課題】の中にも空き家や市営
住宅の現状と課題が書かれるべき
ではないかという御意見を踏ま
え、文言を追加。

【特別】
No.51

66

P.30
大綱６-政策1
みどり豊かで安
全・快適な都市空
間づくり
【指標612】

－
（追加）
空き家のうち腐朽・破損のあるものの割合

本市は大阪市の衛星都市であり、
衛星都市の一般的な課題として、
今後は空き家問題が大きくなると
されており、指標の検討が必要と
いう御意見を踏まえ、【施策指
標】を追加。

【審議会】
No.96

67

P.30
大綱６-政策1
みどり豊かで安
全・快適な都市空
間づくり
【指標613】

－
（追加）
みどりの協定に基づく取組などを行う団体数

【施策指標】が「公園などの面
積」しかなく、民有地の緑化に向
けた取組などがない等の御意見を
踏まえ、【施策指標】を追加。

【審議会】
No.100
No.101

68

P.31
大綱６-政策２
安全・快適な都市
を支える基盤づく
り
【現状と課題】
（第２段落）

都市施設を適切に維持管理するとともに、災害
への備えや環境負荷の軽減、バリアフリー化の
推進などにも配慮しながら、計画的に整備・更
新・長寿命化を進める必要があります。

都市施設を適切に維持管理するとともに、災害
への備えや環境負荷の軽減、バリアフリー化の
推進などにも配慮しながら、更新・長寿命化を
計画的に進める必要があります。

【施策】と【現状と課題】におけ
る、「整備」「更新・長寿命化」
という文言の使い方を統一すべき
という御意見を踏まえ、文言を修
正。

【特別】
No.55

20
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P.32
大綱６-政策２
安全・快適な都市
を支える基盤づく
り
【施策・指標】

6-2-1 道路などの整備
6-2-2 交通環境の整備
6-2-3 水道の整備
6-2-4 下水道の整備

6-2-1 道路などの整備
6-2-2 水道の整備
6-2-3 下水道の整備
6-2-4 交通環境の整備

【現状と課題】の記述順と【施
策】の並び順に関する御意見を踏
まえ、【施策】の並び順を【現状
と課題】の記述順に修正。

【審議会】
No.10

70

P.32
大綱６-政策２
安全・快適な都市
を支える基盤づく
り
【指標622】

－
（追加）
水道管路の更新延長

下水道は更新、長寿命化を意識し
ているのが【施策指標】で読み取
れるが、水道は耐震化率だけで問
題ないかという御意見や、水道と
下水道について耐震化率、更新
率、長寿命化率など、【施策】の
進捗を同じような指標で測る方が
わかりやすいという御意見を踏ま
え、【施策指標】を追加。

【審議会】
No.107
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P.32
大綱６-政策２
安全・快適な都市
を支える基盤づく
り
【指標623】

－
（追加）
雨水排水施設の整備率

浸水が予測される地域の雨水レベ
ルアップなどの処理能力向上がど
れだけ図られたかを示すべきでは
ないか等の御意見を踏まえ、【施
策指標】を追加。

【特別】
No.55
No.57
No.59

72

P.32
大綱６-政策２
安全・快適な都市
を支える基盤づく
り
【関連する主な個
別計画】

○都市計画マスタープラン　○バリアフリー基
本構想　○バリアフリー道路特定事業計画　○
自転車利用環境整備計画　○すいすいビジョン
2020　○水道施設マスタープラン

○都市計画マスタープラン　○バリアフリー基
本構想　○バリアフリー道路特定事業計画　○
自転車利用環境整備計画　○すいすいビジョン
2020　○水道施設マスタープラン  ○公共下
水道事業計画

「公共下水道事業計画」の追加が
必要という御意見を踏まえ、計画
名を追加。

【特別】
No.55
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P.33
大綱７-政策１
地域経済の活性化
を図るまちづくり
【現状と課題】
（第２段落）

　地域の産業は、市民の雇用を確保するととも
に、市民の暮らしを支える基盤でもあります。
近年、経済のグローバル化による競争激化など
社会経済状況が厳しさを増す中、中小企業の経
営基盤の強化を図るとともに、創業への支援を
進めていく必要があります。商店街において
は、市民の暮らしを支え、コミュニティの核と
もなる魅力ある商店街づくりに向けた支援が必
要です。

　地域の産業は、市民の雇用を確保するととも
に、市民の暮らしを支える基盤でもあります。
近年、経済のグローバル化による競争激化など
社会経済状況が厳しさを増す中、中小企業の経
営基盤の強化を図るとともに、創業への支援を
進めていく必要があります。商店街において
は、市民の暮らしを支え、コミュニティの核と
もなる魅力ある商店街づくりに向けた支援が必
要です。また、都市における農地は、貴重なみ
どりの空間や自然とのふれあいの場などとして
も役立っており、都市と調和する農業の振興が
求められています。

【現状と課題】に農業に関する記
述が必要という御意見を踏まえ、
文章を追加。

【審議会】
No.109
【特別】
No.60

74

P.33
大綱７-政策１
地域経済の活性化
を図るまちづくり
【現状と課題】
（第3段落）

　雇用・労働環境においては、少子高齢化によ
る労働力人口の減少や不安定雇用の拡大などが
社会問題となっています。そのような中、働く
意欲がありながら、さまざまな課題を抱える就
職困難者へのきめ細かな支援を進めていく必要
があります。また、介護、保育など特定分野で
は恒常的な人材不足となっており、求職者との
ミスマッチの解消に向けた取組が必要です。さ
らに、ワークライフバランスの実現など、だれ
もが働きやすい環境づくりへの支援が必要で
す。

　雇用・労働環境においては、少子高齢化によ
る労働力人口の減少や不安定雇用の拡大などが
社会問題となっています。本市では、働く意欲
がありながら、さまざまな課題を抱える就職困
難者への支援をJOBナビすいたを中心に行っ
ており、今後も求職者一人ひとりの状況に応じ
た就労支援を進めていく必要があります。ま
た、介護、保育など特定分野では恒常的な人材
不足となっており、求職者とのミスマッチの解
消に向けた取組が必要です。さらに、ワークラ
イフバランスの実現など、だれもが働きやすい
環境づくりへの支援が必要です。

【現状と課題】に関して、本市の
これまでの取組等の具体的な記述
がないため、【施策】や【施策指
標】との関連性がわかりにくいと
いう御意見を踏まえ、文章を追
加。

【特別】
No.8～10

75

P.34
大綱７-政策１
地域経済の活性化
を図るまちづくり
【指標712】

－
（追加）
障がい者就職応援フェア参加者数

【施策指標】7-1-2だけでは、就
労支援の進捗を測る指標とは言え
ないという御意見を踏まえ、【施
策指標】を追加。

【特別】
No.60
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P.35
大綱７-政策２
文化・スポーツに
親しめるまちづく
り
【現状と課題】
（第２段落）

　本市では、市民サークルなどでさまざまな文
化活動が行われています。また、地域には、文
化活動や日々の暮らしの中で形づくられてきた
多くの文化資源があります。市民主体の文化活
動への支援を行うとともに、文化や芸術にふれ
ることができる機会の充実や文化財の保存活
用、文化交流の促進を図る必要があります。

　本市は、文化会館（メイシアター）など、文
化・芸術にふれられる環境が整っているととも
に、地域では、市民サークルなどによるさまざ
まな文化活動が行われています。また、地域に
は、文化活動や日々の暮らしの中で形づくられ
てきた多くの文化資源があります。市民主体の
文化活動への支援を行うとともに、文化や芸術
にふれることができる機会の充実や文化財の保
存活用を図る必要があります。また、国内外の
文化交流を進めるため、都市間交流や多文化共
生の視点に立ったまちづくりを進めることも重
要です。

【現状と課題】に関して、本市の
これまでの取組等の具体的な記述
がないため、【施策】や【施策指
標】との関連性がわかりにくいと
いう御意見や、多文化共生といっ
たことついて、目的を明確にすべ
き等の御意見を踏まえ、文章を追
加。

【審議会】
No.113
【特別】

No.8～10
No.61

77

P.35
大綱７-政策２
文化・スポーツに
親しめるまちづく
り
【現状と課題】
（第３段落）

　また、近年、健康への意識が高まっている
中、スポーツや運動に取り組む機運がますます
高まっています。地域では、子どもから高齢者
まで身近な場所で気軽に取り組むことができる
市民主体のスポーツ活動が行われています。市
民がそれぞれの体力、年齢、目的に応じてス
ポーツに取り組めるよう、スポーツに親しめる
機会の充実や指導者の育成を図る必要がありま
す。

　近年、健康づくりの取組が注目されるなか、
スポーツや運動に取り組む機運がますます高
まっています。また、地域では、市民主体のさ
まざまなスポーツ活動が活発に行われていま
す。健康寿命の延伸に向けた運動の習慣化への
支援や、子供から高齢者までそれぞれの体力、
年齢、目的に応じたスポーツ活動が進められる
よう、地域との連携のもと、スポーツに親しめ
る機会の充実や指導者の育成を図る必要があり
ます。

スポーツの参加といったことにつ
いて、目的を明確にすべき、ま
た、それぞれの世代に向けた具体
的な取組内容が書かれていても良
いのではという御意見を踏まえ、
文章を修正。

【審議会】
No.113

78

P.36
大綱７-政策２
文化・スポーツに
親しめるまちづく
り
【指標723】

地域におけるスポーツ活動などのイベントへの
年間参加者数

スポーツイベントやスポーツに関する講座など
への年間参加者数

【施策】の全体像がわかる方がよ
いという御意見を踏まえるととも
に、内容がわかりやすくなるよう
文言を修正。

【審議会】
No.114
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P.36
大綱７-政策２
文化・スポーツに
親しめるまちづく
り
【指標723】

－
（追加）
地域におけるスポーツ指導者の延べ認定者数

「地域スポーツ指導者数」や「地
域スポーツ団体数」など、具体に
見える指標がよいという御意見
や、市は具体的にどうしようとし
ているのかが一目見てわかる指標
を検討できないかという御意見を
踏まえ、【施策指標】を追加。

【審議会】
No.114
【特別】
No.61

80

P.37
大綱７-政策３
市民が愛着をもて
るまちづくり
【現状と課題】
（第２,3段落）

　市民が住み続けたいと思えるまちづくりを進
めるため、今ある本市のさまざまな強みを伸ば
すなど、市民にとってより豊かな暮らしを実現
し、市への愛着や誇りをもてるような取組を実
施する必要があります。
　本市は、5つの大学などが立地しており、全
国でも有数の「大学のあるまち」となっていま
す。地域と大学の双方の発展に向け、大学との
連携を深めていく必要があります。
　また、市立吹田サッカースタジアムは、J
リーグガンバ大阪のホームスタジアムであり、
レベルの高いプロの試合を身近に体感できるな
ど、本市の新たな魅力の一つとなっています。
ホームタウン活動を盛り上げ、まちの活性化を
図っていく必要があります。

　市民がまちへの愛着や誇りをもち、「住み続
けたい」「離れても戻りたい」と思えるまちに
向けて、今あるまちの魅力のさらなる向上や新
たな魅力づくりに取り組む必要があります。ま
た、市民がまちの魅力を感じられる機会を充実
させることで、本市の魅力が市民から市内外へ
広がるよう仕掛けていくことが重要です。
　本市は、5つの大学などが立地しており、大
阪府内で学生数が最も多いまちとなっていま
す。また、市立吹田サッカースタジアムは、J
リーグガンバ大阪のホームスタジアムであり、
レベルの高いプロの試合を身近に体感できるな
ど、本市の新たな魅力の一つとなっています。
市民のまちへの愛着の醸成に向けては、そのよ
うな本市独自の強みを積極的に活用していくこ
とも重要です。

【目標】と【施策】と【施策指
標】のつながりがわからないとい
う御意見や、色々な要素が入って
きているので用語同士がどういう
関連性があるのか系統立てて文章
を整理しなければ、市民に伝わら
ない等の御意見を踏まえ、全体的
に文章を整理。

【審議会】
No.116
No.120
【特別】
No.63

81

P.38
大綱７-政策３
市民が愛着をもて
るまちづくり
【施策731】

今ある本市の強みをさらに伸ばしていくととも
に、市民、事業者、大学などとの連携を深めな
がら、新たな魅力づくりに取り組みます。ま
た、市内のさまざまな観光資源などを活用する
とともに、市民から本市の魅力が市内外に広が
る仕掛けづくりを図ります。

今ある本市の強みをさらに伸ばしていくととも
に、市民との連携を深めながら、新たな魅力づ
くりに取り組みます。また、地域資源を活用し
ながら、市民がまちの魅力を感じられる機会の
充実を図るとともに、魅力の発信に取り組みま
す。

【目標】と【施策】と【施策指
標】のつながりがわからない等の
御意見を踏まえ、【現状と課題】
第２段落と整合を図りながら、市
の取組の方向性がわかりやすくな
るよう文章を修正。

【審議会】
No.116

24
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P.38
大綱７-政策３
市民が愛着をもて
るまちづくり
【施策732】

７-３-２  特色を生かしたにぎわいづくり
７-３-２  本市独自の強みを生かしたまちづく
り

【目標】と【施策】と【施策指
標】のつながりがわからない等の
御意見を踏まえ、【現状と課題】
第3段落と文言を合わせる形で文
章を修正。

【審議会】
No.116
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P.38
大綱７-政策3
市民が愛着をもて
るまちづくり
【施策732】

大学との連携を深め、豊富な人材、情報、技術
などのまちづくりへの活用を図ります。また、
ガンバ大阪やさまざまな団体との連携を深めな
がらホームタウン活動を盛り上げ、まちの活性
化を図ります。

大学との連携を進め、豊富な人材、情報、技術
などのまちづくりへの活用を図ります。また、
ガンバ大阪やさまざまな団体との連携を深めな
がらホームタウン活動を盛り上げ、地域ぐるみ
での応援の機運を高めます。

地域ぐるみでのガンバ大阪の応援
のにぎわいがわかる表現を検討す
るべきという御意見や、【現状と
課題】にある「まちの活性化」と
【施策】にある「にぎわいづく
り」とは意味が違うのではという
御意見を踏まえ、文言を修正。

【審議会】
No.118
【特別】
No.63
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P.38
大綱７-政策3
市民が愛着をもて
るまちづくり
【指標732】

市内でのガンバ大阪を応援するためのイベント
の年間参加者数

ガンバ大阪と小学生のふれあいイベントなど応
援イベントへの年間参加者数

「ガンバ大阪と子どもたちとの交
流の中でまちに愛着をもってもら
う」などの表現を検討するべきと
いう御意見を踏まえ、文言を修
正。

【審議会】
No.118
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P.39
大綱８-政策１
行政資源の効果的
活用
【現状と課題】
（第３段落）

　また、公共施設にかかる維持管理・更新など
のトータルコストの縮減や財政負担の平準化に
努める必要があります。さらに、ＩＣＴの利活
用などにより、市民サービスの向上や行政運営
の効率化を図る視点も重要です。また、時代の
変化を見据え、柔軟に行政課題に対応できる人
材を育成するとともに、効率的な組織運営を進
める必要があります。

　公共施設については、維持管理・更新などの
トータルコストの縮減や財政負担の平準化に努
める必要があります。また、時代の変化を見据
え、柔軟に行政課題に対応できる人材を育成す
るとともに、効率的な組織運営を進める必要が
あります。さらに、ＩＣＴの利活用などによ
り、市民サービスの向上や行政運営の効率化を
図る視点も重要です。

既存の経営資源を効率的に活用す
るために「ＩＣＴの利活用」の施
策がつながることから【施策】の
構成を再検討してはどうかという
御意見を踏まえ、【施策】の順序
を変更することに伴い、記載内容
の順序も修正。

【審議会】
No.128
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P.40
大綱８-政策１
行政資源の効果的
活用
【施策・指標】

８-１-３  ＩＣＴの活用
８-１-４  人材育成と組織の活性化

８-１-３  人材育成の推進
８-１-４ ＩＣＴの利活用

【現状と課題】の記述順と【施
策】の並び順に関する御意見を踏
まえ、【施策】の並び順を【現状
と課題】の記述順に修正。

【審議会】
No.10
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P.40
大綱８-政策１
行政資源の効果的
活用
【施策813】

人材育成と組織の活性化 人材育成の推進

【現状と課題】で、人材育成と効
率的な組織運営を進める必要があ
るという課題を捉えているのに対
し、【施策】では「効率的な行政
組織の構築」「人材育成と組織の
活性化」と、組織についての記述
が二分されている。その分け方と
【施策】の記述、【施策指標】が
整合していないという御意見を踏
まえ、施策名を修正。

【審議会】
No.125
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P.40
大綱８-政策１
行政資源の効果的
活用
【施策813】

職員の研修満足度 職員一人当たりの研修受講回数

研修満足度は行政資源の有効活用
や行政課題の対応をみるのにふさ
わしい指標といえるのか、職員一
人当たりの研修回数にしてはどう
か等の御意見を踏まえ、【施策指
標】を変更。

【審議会】
No.126
【特別】
No.65

89

P.40
大綱８-政策１
行政資源の効果的
活用
【施策814】

ＩＣＴの活用 ＩＣＴの利活用
用語を本文に合わせるべきという
御意見を踏まえ、施策名を修正。

【特別】
No.65
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P.40
大綱８-政策１
行政資源の効果的
活用
【施策814】

市民の利便性の向上を図るため、ＩＣＴの利活
用を進めます。

市民の利便性の向上や行政運営の効率化を図る
ため、ＩＣＴの利活用を進めます。

【現状と課題】では、ICTによっ
て市民サービスの向上と行政運営
の効率化を図るとあるのに対し、
【施策】では市民の利便性向上と
しか書かれていないという御意見
を踏まえ、文言を修正。

【審議会】
No.127

91

P.42
【市民意識指標】
大綱４
No.16

これまでに何らかの学習活動を行った市民の割
合

一年間で何らかの学習活動を行った市民の割合

「これまで」を「直近の一年間
で」というように限定して質問
し、指標にしてはどうかという御
意見を踏まえ、【市民意識指標】
を修正。

【特別】
No.48

92

P.42
【市民意識指標】
大綱６
No.19

まちなみが美しいと感じる市民の割合
（目標値）65％

まちなみが美しいと感じる市民の割合
（目標値）70％

目標値に誤りがあったため修正。 ―
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P.42
【市民意識指標】
大綱６
No.21

－
（追加）
鉄道・バスなど公共交通網の便利さに満足して
いる市民の割合

交通不便地域が減少しているなど
の指標が必要という御意見を踏ま
え、【市民意識指標】を追加。

【審議会】
No.105

94

Ｐ.42
【市民意識指標】
大綱7
No.23

芸術文化を親しめる環境として満足している市
民の割合
（目標値）15％

芸術文化を親しめる環境として満足している市
民の割合
（目標値）20％

目標値に誤りがあったため修正。 ―
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